
尾瀬の郷 
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人口と世帯（平成19年6月1日現在）1,75 9世帯（－2）男2,753 人（－8）女2,89 0人（－9）計5,643（－17）

“ようこそ尾瀬の郷へ”
農協観光が募集した「ふれあい田んぼ教室」
に参加した168名の皆さん。寒さに震えなが
らの田植えでしたが、稲刈り式が楽しみです
ね。（5／20）
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平
成
19
年
３
月
末
現
在
の
片
品
村
の
財
政
事
情
は
、
次
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
掲
載
は
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
く
掲
載
の
た
め
、
速
報
数
値
で
あ
り
、
監
査
等
承
認
手
続

未
了
の
数
値
で
す
。

歳　入歳　出

村の様子

人　口　5,666人

（男：2,761人　女2,905人）

世帯数　1,759世帯

面　積　392,01km2

村税の負担額と還元金（一般会計）

村民１人に使われる
お金　　647,394円
村民１人が負担する
税金（村税）95,276円

一世帯当たりに使われる
村のお金　2,085,352円
一世帯当たりが
負担する税金（村税）

306,897円

区　　分　　　　　今期末現在高

財政調整基金 605,199

土地開発基金（現金） 380,913

土地開発基金（土地） 82,237

奨学基金 5,868

区　　分　　　　　 今期末現在高

地域づくり特別事業基金 360

減債基金 782

福祉基金 55,000

ふるさと農村活性化基金 10,178

会 計 名

国民健康保険

老 人 保 健

簡易水道事業

下水道事業等

介 護 保 険

予算額

740,583

624,518

118,291

241,312

312,596

収入済額

616,777

599,993

99,979

20,771

260,917

支出済額

670,623

575,092

113,603

214,381

270,328

執行率

90.6％

92.1％

96.0％

88.8％

86.5％

執行率

83.3％

96.1％

84.5％

8.6％

83.5％

項 目

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

予 算 額

370,491

370,465

0

48,357

現年度収支額

323,749

354,801

0

48,357

執行率

87.4%

95.8%

0.0%

100.0%

◎特別会計の執行状況

◎基金現在高

◎村有財産の状況

◎観光施設事業の状況

◎地方債及び一時借入金の状況

土　地
（山林含む）

540万5,792㎡

建　物

5万5,669㎡

山　林

402万4,701㎡

物品(車両）

82台

出資金など

1億29209千円

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

平成19年3月31日現在
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議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

東
小
川
会
が

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

５
月
15
日
（
火
）
第
２
回
片
品

村
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
会

の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

東
小
川
地
区
の
若
手
有
志
23
名

で
構
成
さ
れ
る
「
東
小
川
会
」
は

５
月
15
日
に
東
小
川
地
区
内
の
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
ま
し
た
。

当
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど

を
利
用
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き

れ
い
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
須
藤

昭
弘
会
長
は
「
冬
の
間
に
汚
れ
て

し
ま
っ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
綺
麗

に
す
る
事
で
、
子
供
達
や
お
年
寄

り
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
あ
げ

る
事
に
よ
り
、
村
の
人
の
役
に
立

５
月
13
日
、
練
馬
区
に
お
い
て

「
第
20
回
照
姫
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
片
品
村
も
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。

５
月
30
日
（
水
）、
こ
の
日
を

「
ご
み
ゼ
ロ
」
の
日
と
し
て
片
品
村

建
設
業
協
会
は
道
路
清
掃
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
役
場
前
で
出
動

式
を
行
っ
た
後
、
道
路
整
備
に
関
わ

る
専
門
の
皆
さ
ん
が
12
方
向
に
分
か

れ
て
道
路
の
状
態
な
ど
を
確
認
し
な

が
ら
ゴ
ミ
拾
い
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

20
回
目
を
む
か
え
た
清
掃
作
業
は

可
燃
ゴ
ミ
３
２
０
ｋ
ｇ
、
不
燃
ゴ
ミ

１
４
５
ｋ
ｇ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お

疲
れ
様
で
し
た
。

ち
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
事

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま

す
。

議
　
長

萩
原
　
日
郎

副
議
長

�
橋
　
正
治

議
会
運
営
委
員
会

◎
入
澤
登
喜
夫

○
星
野
　
完
治

星
　
　
長
命

星
野
　
育
雄

萩
原
　
一
志

星
野
　
千
里

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
星
野
　
育
雄

議　長
萩原　日郎

副議長
�橋　正治

４
月
29
日
（
日
）
埼
玉
県
上

里
町
勤
労
者
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
10
回
「
群
馬
県
こ

ど
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
県

内
及
び
埼
玉
県
か
ら
15
の
こ
ど

も
太
鼓
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
か
ら
は
、

小
学
生
・
中
学
生
が
参
加
し
、

元
気
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

○
萩
原
　
一
志

入
澤
登
喜
夫

吉
野
　
　
勲

大
竹
　
文
夫

笠
原
　
耕
作

萩
原
　
日
郎

観
光
産
業
常
任
委
員
会

◎
星
　
　
長
命

○
星
野
　
千
里

星
野
　
完
治

星
野
　
侃
三

飯
塚
　
美
明

戸
丸
　
廣
安

�
橋
　
正
治

◎
委
員
長
○
副
委
員
長

照
姫
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

道
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

第
10
回
こ
ど
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た

５月13日（日）、片品中学校校庭において第33
回区対抗ソフトボール大会が開催されました。

５月としては肌寒い中でしたが熱戦が繰り広げ
られ、第８区が接戦を征し、平成12年度第26回
大会以来の栄冠を手にしました。

結果は次のとおりでした。
優　勝　　第８区
準優勝　　第３区
第３位　　第５区

〃　　　第２区
優秀選手賞

中沢良和（８区）
最後に、大会運営にご協力をいただきました役

員並びに選手の皆
さん、早朝より大
変ご苦労様でした。

第33回

区対抗ソフトボール大会

『
尾
瀬
国
立
公
園
』

誕
生
に
思
う

片
品
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
の
発

祥
の
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
自

然
環
境
保
護
の
原
点
で
も
あ
る

尾
瀬
が
、
今
年
八
月
中
を
目
途

に
日
光
国
立
公
園
か
ら
分
離
独

立
し
、
単
独
の
尾
瀬
国
立
公
園

が
誕
生
す
る
と
の
意
向
が
五
月

二
十
九
日
環
境
省
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
片

品
村
に
は
日
光
国
立
公
園
、
丸

沼
菅
沼
地
区
と
尾
瀬
国
立
公
園

の
二
つ
の
国
立
公
園
が
あ
る
全

国
で
も
希
に
見
る
、
自
然
豊
な

村
と
し
て
さ
ら
に
知
名
度
が
上

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

、
地
球
規
模
で
進
む
自

然
破
壊
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
無

い
温
暖
化
、
南
極
圏
で
は
オ
ゾ

ン
ホ
ー
ル
が
拡
大
を
続
け
、
北

半
球
北
極
の
氷
は
科
学
者
の
予
　

２部大会
優　勝　　第４区
準優勝　　第１区

敢闘賞
星野和雄（３区）

５
月
27
日
（
日
）
群
馬
県
立
敷
島

公
園
陸
上
競
技
場
（
前
橋
市
）
を
中

心
に
第
24
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ　
ー　

プ　
ニ　
ン　
グ　
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

と
し
て
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る

各
種
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

恒
例
の
大
会
で
す
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

県
内
の
各
市
町
村
か
ら
参
加
し
た
選

手
、
役
員
が
競
技
及
び
応
援
で
ス
ポ

ー
ツ
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
は
市
町
村
合
併
に
よ

り
38
と
な
っ
た
県
内
市
町
村
の
入
場

行
進
か
ら
始
り
開
会
式
に
つ
づ
き
、

市
町
村
別
対
抗
競
技
と
し
て
５
種
目

が
、
参
加
得
点
競
技
と
し
て
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
２
競

技
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

片
品
村
は
種
目
別
で
、
８
０
０
ｍ

リ
レ
ー
、
綱
引
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
優
勝
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
が
第
３
位

と
対
抗
競
技
す
べ
て
で
入
賞
し
、
さ

ら
に
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
も
健
闘
し
、
村
の
部
総
合
で
３

年
振
り
10
回
目
の
優
勝
を
は
た
し
ま

し
た
。

選
手
、
役
員
、
応
援
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
24
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

五月晴れのなか入場行進

多くの来場者でにぎわった

足もとがきれいになったかんじ

グランドゴルフ

力走する800mリレー

優勝した8区の選手の皆さん

綱引き

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
の
記
念
式
典
に
は
、
千
明

村
長
も
参
列
し
、
村
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
特
産
品
の
販

売
及
び
観
光
案
内
を
行
い
、
多
く
の

来
場
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

想
を
遙
か
に
超
え
る
早
さ
で
減

少
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
世
紀

は
自
然
環
境
の
大
切
さ
が
、
よ

り
見
直
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

単
独
の
尾
瀬
国
立
公
園
の

実
現
は
、
片
品
村
に
と
っ
て
こ

の
上
な
い
朗
報
で
あ
り
、
豊
か

な
自
然
を
最
大
限
に
生
か
し
た

「
小
さ
く
て
も
輝
く
村
づ
く
り

を
目
指
し
て
」
行
き
ま
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
の
今
後
と
も
暖
か

い
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

片
品
村
長
　
千
明
金
造
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図書室カレンダー 7月

読んでみませんか

『ICO
イ コ

――霧の城』

宮部みゆき 著

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。
＊13日は｢みやま号｣巡回日です。

“ニエ”として霧の城に捧げられ
た少年・イコ。霧の城にひとり
囚われている美しい少女・ヨル
ダ。二人が出会い、その手をつ
なぐとき、そのぬくもりは彼ら
の魂に勇気を与え、魔神の呪い
を打ち破る大きな輝きとなる。

人気作家・宮部みゆきが美し
く大胆な筆致で描いた、壮大な
ファンタジーです。

☆生涯学習・社会体育関係
・スポ少ソフトボール大会 １日(日)
・片品カレッジＤ

朝日を浴びてウォーキング
5日(木)･24日(火)

・片品カレッジE
英語で語るふるさと

My Katashina 12日(木)
・第11回子ども会球技大会 29日(日)
・区対抗野球大会 30日(月)
・家庭婦人バレーボール大会 上旬
・グラウンドゴルフペア大会 下旬
☆学校関係
・少年の主張尾瀬大会 4日(水)
・第１学期終業式 20日(金)
・夏季休業日 21日(土)～８月24日(金)
・小学校夏季交歓会 24日(火)～26日(木)
◇片小
・七夕集会 6日(金)
・6年尾瀬学習① 11日(水)
・5年尾瀬学習② 13日(金)
・健全育成会議 18日(水)
◇北小
・北地区合同運動会打ち合わせ

ＰＴＡ本部役員会 4日(水)
・七夕集会 6日(金)
・学校公開日(尾瀬学習発表会) 11日(水)
・北地区健全育成会議 13日(金)
◇南小
・七夕集会 4日(水)
・PTA役員会･広報委員会 11日(水)
◇武尊根小
・武尊根子ども教室 5日(木)
・桜花苑交流① 6日(金)
・ﾅｲﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ準備会議 13日(金)
◇片中
・環境奉仕日④ 6日(金)
・夏季健全育成研修会

1日公開参観日 17日(火)
・郡中体連総体 14日(土)～16日(月)

14日　野球①　ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ｿﾌﾄﾃﾆｽ①
卓球①　ｻｯｶｰ①　剣道

15日　野球②　ｿﾌﾄﾃﾆｽ②　ｻｯｶｰ②
卓球②　ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ①

16日　ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ②　柔道
・全校登校日 27日(金)
・県中体連総体 30日(月)～８月２日(木)

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

教育委員会･7月の諸行事
須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

暮　
る　
る　
ま　
で　
桜　
ま　
み　
れ　
の　
鵯　
の　
声　

小　
流　
れ　
の　
リ　
ズ　
ム　
に　
揺　
れ　
て　
立　
金　
花　

東　
小　
川　
　　
千　
明　
ヒ　
ロ　
子　

花　
水　
木　
小　
さ　
き　
背　
な　
の　
ラ　
ン　
ド　
セ　
ル　

山　
萌　
ゆ　
る　
長　
寿　
の　
伯　
父　
の　
一　
周　
忌　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

清　
流　
に　
魚　
影　
あ　
り　
て　
花　
い　
か　
だ　

さ　
わ　
や　
か　
に　
チ　
ャ　
イ　
ム　
響　
き　
て　
花　
の　
朝　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

こ　
の　
空　
も　
風　
も　
大　
好　
き　
鯉　
の　
ぼ　
り　

芝　
桜　
パ　
ッ　
チ　
ワ　
ー　
ク　
の　
よ　
う　
な　
丘　

摺　
　　
渕　
　　
木　
村　
　　
佳　
江　

ひ　
よ　
ど　
り　
の　
逆　
し　
ま　
に　
食　
む　
花　
き　
ぶ　
し　

囀　
り　
や　
子　
等　
も　
交　
へ　
て　
写　
生　
会　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

青　
天　
に　
蝶　
舞　
ふ　
ご　
と　
く　
花　
こ　
ぶ　
し　

軽　
鴨　
の　
群　
な　
す　
湖　
の　
春　
が　
す　
み　

鎌　
　　
田　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

は　
ら　
か　
ら　
の　
旅　
や　
み　
ち　
の　
く　
花　
三　
分　

譜　
ん　
じ　
る　
師　
の　
句　
や　
花　
の　
城　
下　
町　

鎌　
　　
田　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

野　
佛　
の　
裾　
に　
げ　
ん　
げ　
の　
こ　
ぼ　
れ　
咲　
き　

山　
吹　
に　
風　
の　
囁　
き　
何　
を　
告　
ぐ　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
百　
姓　

花　
咲　
き　
て　
花　
散　
り　
て　
又　
季　
の　
変　
る　

夕　
暮　
れ　
て　
春　
野　
を　
チ　
ャ　
イ　
ム　
通　
り　
抜　
け　

鎌　
　　
田　
　　
木　
内　
　　
山　
人　

灯　
篭　
に　
か　
な　
し　
き　
母　
を　
恋　
ゆ　
る　
な　
り　

月　
お　
ぼ　
ろ　
西　
山　
の　
端　
を　
流　
さ　
る　
る　

鎌　
　　
田　
　　
吉　
野　
　　
道　
子　

石　
の　
ご　
と　
畦　
に　
農　
夫　
や　
風　
五　
月　

神　
殿　
に　
猫　
の　
ひ　
る　
寝　
や　
桜　
満　
つ　

鎌　
　　
田　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

登　
り　
き　
て　
見　
返　
る　
桜　
忠　
魂　
碑　

新　
緑　
の　
眩　
ゆ　
き　
孫　
の　
宮　
参　
り　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

初　
夏　
の　
朝　
味　
噌　
匂　
う　
て　
寝　
て　
ら　
れ　
づ　

新　
緑　
や　
神　
が　
住　
み　
た　
る　
小　
密　
林　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

蓬　
餅　
焼　
い　
た　
香　
り　
に　
野　
の　
匂　
い　

変　
り　
ゆ　
く　
村　
を　
忘　
れ　
ず　
初　
燕　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

新　
し　
く　
村　
の　
行　
く　
道　
八　
重　
桜　

苗　
代　
を　
ゆ　
ら　
し　
緑　
の　
風　
光　
る　

解　
　　
　　
説　

俳　
句　
は　
生　
活　
や　
自　
然　
に　
感　
じ　
た　
思　

い　
に　
、　
季　
題　
や　
季　
節　
感　
を　
入　
れ　
て　
十　

七　
文　
字　
に　
表　
現　
す　
る　
、　
絵　
画　
や　
音　
楽　

と　
も　
言　
は　
れ　
る　
、　
自　
分　
の　
好　
き　
な　
作　

品　
、　
む　
ず　
か　
し　
い　
と　
思　
う　
作　
品　
、　
様　

ざ　
ま　
で　
す　
が　
、　
自　
由　
な　
心　
で　
作　
句　
し　

た　
り　
鑑　
賞　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

鵯　

ひ　
よ　
　　
立　
金　
花　

り　
ゆ　
き　
ん　
か　

譜　

そ　
ら　
ん　
じ　
る　

六　
月　
の　
季　
題　
よ　
り　
　　
初　
夏　
　　
梅　
雨　

青　
葉　
　　
田　
植　
　　
栗　
の　
花　
　　
雨　
蛙　
　　
苺　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平　
成　
十　
九　
年　
五　
月　
俳　
句　
会　

本
校
の
校
庭
片
隅
に
、
薪
を
背
負

い
本
を
手
に
し
た
二
宮
金
次
郎
の
石

像
が
あ
り
ま
す
。
児
童
の
多
く
が
金

次
郎
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
金

次
郎
は
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
学

ぶ
心
や
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
、

努
力
し
て
欲
し
い
と
見
守
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
学
校
の
様
子
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
児
童
一
人
一
人
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
朝
行
事
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

月
曜
日
の
学
校
朝
礼
で
は
、
全
職

員
の
ほ
か
に
か
が
や
き
支
援
セ
ン
タ

ー
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
や

考
え
て
欲
し
い
こ
と
等
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

火
・
木
曜
日
に
は
、
朝
陽
を
浴
び

な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
や
持
久
走
を
行

っ
て
、
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
体
力
の
増
強
を
図
る

た
め
に
、
運
動
を
週
二
回
行
っ
て
い

ま
す
。

水
曜
日
は
、「
読
書
」
の
時
間
に

し
て
、
好
き
な
本
を
読
む
活
動
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
図
書
室
の
本
を
活

用
し
た
り
、
学
級
文
庫
を
用
意
し
た

り
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
読
ん

だ
本
の
書
名
等
を
カ
ー
ド
に
記
録
し

て
い
る
学
年
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉

の
会
」
の
協
力
を
得
て
、
全
学
年
・

学
級
で
「
読
み
聞
か
せ
」
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ど
の
学
年
も
、
読
み

聞
か
せ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

金
曜
日
に
は
、
音
楽
集
会
や
学
年

集
会
等
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。二

つ
目
は
、
朝
行
事
後
に
10
分
間

の
「
算
数
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」（
月
〜

金
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
基
礎
基
本
と
な
る
計
算
力
を
身

に
付
け
る
た
め
に
、「
百
マ
ス
計
算
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
児
童
は
、

集
中
力
を
高
め
な
が
ら
正
確
に
速
く

計
算
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。三

つ
目
は
、「
少
人
数
指
導
」
に
よ

る
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ぐ
ん
ま
少
人
数
ク
ラ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
も
と
、
第
３
学
年
以
上
の

国
語
科
と
算
数
科
に
お
い
て
、
課
題

別
・
習
熟
度
別
等
を
取
り
入
れ
、
一

つ
の
学
年
を
二
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け

て
学
習
し
て
い
ま
す
。
個
に
応
じ
た

指
導
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
学
習

習
慣
の
定
着
と
確
か
な
学
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
師

相
互
が
研
修
し
て
授
業
改
善
を
行
う

な
ど
、
児
童
一
人
一
人
を
大
切
に
し

て
、
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

集
中
力
を
高
め
て
、

「
百
マ
ス
計
算
」
に
挑
戦

片
品
小
学
校
長
　
小
林
兵
衛

ふ
し
ぎ
体
験

お
も
し
ろ
科
学
教
室

５
月
12
日
土
、
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
、
お
も
し
ろ
科
学

教
室
「
真
空
ポ
ン
プ
を
作
ろ
う
」

が
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ
（
利

根
町
と
の
連
携
事
業
）
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
、
17
名
の
小
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
注
射

器
、
ビ
ニ
ー
ル
管
、
ビ
ニ
ー
ル
テ

ー
プ
、
吸
盤
な
ど
を
用
い
て
、
空

気
を
ぬ
く
ポ
ン
プ
を
作
り
ま
し
た
。

次
に
、
そ
れ
を
用
い
て
ビ
ン
の
中

の
空
気
を
ぬ
く
と
ど
ん
な
こ
と
が

お
き
る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を

行
い
ま
し
た
。

ビ
ン
の
中
の
風
船
が
ふ
く
ら
ん

だ
り
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
が
大
き
く
な

っ
て
、
次
に
は
縮
ん
だ
り
、
ぬ
る

め
の
お
湯
が
沸
騰
し
た
り
と
、
み

ん
な
び
っ
く
り
の
実
験
で
し
た
。

最
後
に
、「
ビ
ン
の
中
に
生
き
物

を
入
れ
て
実
験
を
し
な
い
」
と
い

う
約
束
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
・
保
護

者
の
皆
様
、
ま
た
、
指
導
し
て
下

さ
っ
た
利
根
沼
田
サ
イ
エ
ン
ス
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ビンの中の風船がふくらんだよ

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で

ピ
ア
ノ
演
奏
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

片
品
カ
レ
ッ
ジ

みんなで楽しく歌いましょう

手とピアノと音の関係は

ピ
ア
ニ
ス
ト
室
坂
京
子
氏
を
お

招
き
し
、
よ
く
泣
く
赤
ち
ゃ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
＆
大
人
の
た
め
の
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
５
月
19
日

（
土
）、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
と
保
護
者
と
と
も
に
ア
ニ

メ
・
ソ
ン
グ
な
ど
を
歌
っ
た
り
、

弾
い
て
い
る
手
の
動
き
や
ピ
ア
ノ

の
中
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
た
り
写

真
と
、
ふ
だ
ん
は
で
き
な
い
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

曲
を
中
心
に
、
じ
っ
く
り
と
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
文
字
通
り
音
を

楽
し
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

室
坂
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
全
国
で
展
開
し
、
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
今
回
の
公

演
も
こ
こ
ろ
よ
く
受
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
お
越
し
下
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
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５
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
し
、

別
途
、
厚
生
労
働
省
で
定
め
る
基

準
を
満
た
す
も
の
。

●
申
込
期
間

平
成
19
年
７
月
９
日
（
月
）
〜

平
成
19
年
７
月
31
日
（
火
）

当
日
消
印
有
効

●
申
込
方
法

所
定
の
出
願
用
紙
に
よ
り

申
し
込
む
（
郵
送
の
み
）

●
受
験
案
内
配
布
開
始
時
期

平
成
19
年
７
月
上
旬

●
受
験
案
内
配
布
場
所

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
、

県
庁
（
介
護
高
齢
課
、

県
民
セ
ン
タ
ー
）、

保
健
福
祉
事
務
所
、

市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

1
０
２
７
２
８
０
４
１
０
７

県
庁
介
護
高
齢
課

1
０
２
７
２
２
６
２
５
６
４

9

広報かたしなＨ19.6

8

広報かたしなＨ19.6

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

●
趣
　
旨

村
内
の
美
し
い
景
観
を
改
め
て

振
り
返
り
認
識
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
昨
年

に
続
き
開
催
し
ま
す
。
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
財
産
を
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
尾
瀬
の
国
立
公
園
単
独
化

を
祈
念
し
て
尾
瀬
と
人
と
の
関
わ

り
を
含
め
た
作
品
も
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
作
品

村
内
の
茅
葺
き
の
民
家
・
蔵
な

ど
の
歴
史
的
建
築
物
、
花
壇
・
果

樹
園
・
田
畑
・
ブ
ナ
林
・
河
川
・

人
々
の
働
く
風
景
・
お
祭
り
な
ど

身
近
な
景
観
や
尾
瀬
と
人
と
の
関

わ
り
な
ど
を
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
・

モ
ノ
ク
ロ
写
真
＝
四
つ
切
り
で
、

未
発
表
ま
た
は
発
表
予
定
の
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。（
デ
ジ
タ
ル
プ

リ
ン
ト
の
場
合
は
銀
塩
処
理
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。
画
像
加
工
禁

止
・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

不
可
）

●
応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に
画
題
、
住
所
、

氏
名
等
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応

募
票
を
貼
付
し
て
、
役
場
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
存
じ
で
す
か
！

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。こ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

い
片
品
村
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
美
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
村
の

環
境
美
化
の
た
め
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
時
は
平
成
19
年
７
月
１
日

（
日
）午
前
８
時
〜
12
時
ま
で
で
、

場
所
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す

が
、
当
日
は
午
前
８
時
ま
で
に

役
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

６
月
27
日
ま
で
に
生
活
環
境
課

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
（
５
８
）
２
１
１
４
　
直
通

な
お
、
当
日
は
雨
具
と
作
業
の

で
き
る
支
度
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
第
３
回
環
境
美
化
運
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
５
月

30
日
か
ら
６
月
５
日
の
「
環
境
の

日
」
を
結
ぶ
週
間
を
、
ご
み
減
量

リ
サ
イ
ク
ル
週
間
と
し
て
推
進
し
、

全
国
各
地
で
様
々
な
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
も
各
種
団
体
や

小
・
中
学
校
で
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
、
村
内
の
環
境
美
化
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

片
品
村
で
も
昨
年
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
み
な
さ
ん
に
協
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
２
回
の
不
法
投
棄

箇
所
の
清
掃
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

数
多
く
あ
る
不
法
投
棄
箇
所
の
清

掃
を
行
い
ま
す
。
是
非
多
く
の

方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
無

健
康
・
福
祉

相
　
談

募
　
集

■
介
護
福
祉
士
試
験
準
備

講
習
の
お
知
ら
せ

●
日
程
　

平
成
19
年
７
月
10
日
（
火
）
〜
　

平
成
19
年
８
月
31
日
（
金
）
の

間
の
14
日
間

●
会
　
場

群
馬
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

前
橋
市
新
前
橋
町
一
三
ー
一
二

●
受
講
対
象
者

行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
社

会
福
祉
施
設
等
に
勤
務
す
る
者
及

び
そ
の
他
の
者
で
介
護
福
祉
資
格

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

●
申
込
期
限

平
成
19
年
６
月
22
日
（
金
）

期
日
厳
守

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

人
材
育
成
グ
ル
ー
プ

1
０
２
７
２
５
５
６
０
３
５

■
群
馬
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

●
試
験
日

平
成
19
年
10
月
28
日
（
日
）

●
試
験
会
場

県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
他

●
受
験
対
象
者

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で

●
締
め
切
り

平
成
19
年
8
月
20
日
（
月
）

当
日
消
印
有
効

●
賞
・
村
長
賞
ほ
か

別
表
１

●
発
表
・
展
示

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
直
接

本
人
あ
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

●
展
示
場
所

片
品
村
役
場
、
群
馬
県
庁
、
新

宿
駅
西
口
広
場
他
に
て
展
示
し
ま

す
。

●
そ
の
他

入
賞
作
品
の
版
権
（
著
作
権
）

所
有
権
・
使
用
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
方
は
、
作
品
原
版

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
入
賞

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
が
選
外
と
な
っ
た
作
品
は
応
募

店
経
由
で
返
却
し
ま
す
。（
郵
送
で

応
募
し
た
作
品
は
宛
名
を
明
記
し

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た
場
合

に
限
り
返
却
し
ま
す
。）

●
協
　
賛

片
品
村
農
業
協
同
組
合
・
片
品
村

観
光
協
会
・
片
品
村
商
工
会
・
片

品
村
森
林
組
合
・
片
品
村
振
興
公

社
・
㈱
フ
ジ
カ
ラ
ー
プ
ロ
フ
ォ
ト

セ
ン
タ
ー
・
群
馬
県
写
真
材
料
商

組
合

●
応
募
票

別
表
２

●
審
査
委
員

日
本
写
真
協
会
会
員

新
井
幸
人
氏

●
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

1
（
５
８
）
２
１
１
２

別表1

別表2

第2回村長賞受賞作品「朝光」入澤一郎様

第
3
回

片
品
村「
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

■
平
成
19
年
度
群
馬
県

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
事
業
の
募
集

県
で
は
、
住
民
自
治
組
織
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
、“新
し
い
”

地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
財
政

的
な
支
援
補
助
金
を
行
い
ま
す
。

１
　
補
助
金
の
概
要

（
１
）
事
業
主
体

住
民
自
治
組
織
（
自
治
会
、
町

内
会
等
）
に
限
り
ま
す
。

（
２
）
補
助
対
象
事
業

①
ハ
ー
ド
事
業

住
民
自
治
組
織

自
ら
提
案
し
設
置
す
る
新
し
い

地
域
づ
く
り
活
動
に
資
す
る
施

設
整
備

②
セ
ミ
ハ
ー
ド
事
業

住
民
自
治

組
織
自
ら
行
う
新
し
い
施
設
整

備
に
係
る
資
財
等
の
経
費

③
ソ
フ
ト
事
業

住
民
自
治
組
織

自
ら
行
う
新
し
い
地
域
づ
く
り

活
動
に
要
す
る
経
費

（
３
）
補
助
率
及
び
補
助
限
度
額

①
ハ
ー
ド
事
業

補
助
率
１
／
４

以
内
　
　
限
度
額
３
０
０
万
円

②
セ
ミ
ハ
ー
ド
事
業

補
助
率

10
／
10
以
内
　
限
度
額
50
万
円

③
ソ
フ
ト
事
業

補
助
率
１
／
２

以
内
　
　
　
　
限
度
額
50
万
円

（
４
）
そ
の
他
　

国
、
県
及
び
市
町
村
等
の
補
助

（
助
成
）
金
や
交
付
金
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
事
業
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

２
　
募
集
〆
切

平
成
19
年
６
月
30
日

３
　
問
い
合
わ
せ
先

○
群
馬
県
利
根
沼
田
県
民
局

沼
田
行
政
事
務
所

振
興
グ
ル
ー
プ

1
（
２
２
）
４
３
３
８

○
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

1
（
５
８
）
２
１
１
２

方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

前
橋
検
察
審
査
会

（
前
橋
地
方
裁
判
所
内
）

1
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

内
線
４
７
０
・
４
７
１

部
　
長
　
千
明
政
夫
さ
ん

毎
月
中
旬
、
中
央
公
民
館
和
室
を

借
り
て
句
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
18
名
が
部
員
登
録
中
で
、
新

聞
に
投
稿
や
年
２
回
の
吟
行
句
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
片
品
中
学

校
の
「
文
化
の
日
一
日
弟
子
入
り
体

験
」
で
は
講
師
と
し
て
生
徒
達
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
話

題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
俳
句
は
も
の

を
考
え
る
力
、
注
意
力
、
表
現
や
発

表
す
る
力
な
ど
様
々
な
力
を
育
て
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
内
で
も

俳
句
会
を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？
　
　
　
　
“
会
員
募
集
中
”

活
動
紹
介
②

片
品
村
文
化
協
会

俳
句
作
家
協
会
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■
ぐ
ん
ま
の
山
村
・
　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

体
験
フ
ェ
ア
　

出
展
者
募
集

ぐ
ん
ま
の
農
山
村
地
域
の
魅
力

を
都
市
住
民
に
対
し
て
身
近
に
体

感
し
て
も
ら
う
た
め
、
特
産
品
の

販
売
や
実
演
・
体
験
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
要
領
で
出

展
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

９
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
会
　
場

群
馬
県
庁
県
民
広
場

●
申
　
込

６
月
29
日
（
金
）
迄

片
品
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
特
産
品

を
紹
介
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
出
展
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
込
）

む
ら
づ
く
り
観
光
課
企
画
係

1
（
５
８
）
２
１
１
２

■
平
成
19
年
度
　

花
ト
ピ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
の
　

募
集
に
つ
い
て

●
応
募
対
象
　

庭
・
石
垣
・
壁
面
・
花
壇
・
農

用
地
等
が
花
や
緑
で
か
ざ
ら
れ
、

快
適
な
環
境
作
り
と
景
観
美
化
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
建
物
、
施
設
、

地
域
等
と
し
ま
す
。
応
募
は
次
の

３
部
門
に
分
か
れ
ま
す
。

①
市
町
村
の
部
…
（
花
の
ま
ち
づ

く
り
に
視
点
を
置
い
て
実
施
す

る
市
町
村
や
団
体
の
花
か
ざ
り
）

②
団
体
の
部
…
（
学
校
、
保
育
園
、

グ
ル
ー
プ
等
の
団
体
や
企
業
が

実
施
す
る
花
か
ざ
り
）

③
個
人
の
部
…
（
個
人
が
実
施
す

る
花
か
ざ
り
）

●
申
込
み
方
法

応
募
は
本
人
が
直
接
申
し
込
む

方
法
と
推
薦
す
る
第
三
者
が
申
し

込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
窓
口

群
馬
県
農
業
局
蚕
糸
園
芸
課

又
は
農
業
事
務
所

●
手
続
き

所
定
の
応
募
用
紙
に
過
去
２
年

以
内
の
写
真
を
添
え
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
農
林
建
設

課
に
も
あ
り
ま
す
。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

11
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○対象者

戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年4月1日において、
公務扶助料や遺族年金等を受ける者がいない場合に、次の順
番による先順位のご遺族お一人
１.平成17年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による

弔慰金の受給権者
２.戦没者の子
３.戦没者等と生計関係を有していた①父母、②孫、③祖父母、

④兄弟姉妹
４.上記３以外の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹
５.上記１から４以外の三親等内の親族

（戦没者等の死亡時まで引き続き１年間以上生計を有して
いた方に限られます。）

○支給内容…額面40万円、10年償還の記名国債
○請求期間…平成２０年３月３１日まで
○請求窓口…片品村役場　保健福祉課

（請求関係の用紙も窓口においてあります）
※問い合わせ先 保健福祉課　1(58)2115 FAX(58)2110

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

医療費節約は自分のためだけでなく、医療保険制度の
健全な運営のためでもあります。

たとえば、高齢者が風邪で診療所に月２回通院した場
合、次の医療費がかかります。

初診料　2700円
（厚生労働省モデルケースで作成））

再診料　730円
投薬料　1580円
診療を受けた人は一割負担で５００円を負担して、老

人保健で残りを支払うことになります。
★一人一人の医療のかかり方を考えましょう

医療費は上手な受診を心がけることで有効に使うこと
ができます。

しかし、医療のかかり方によっては、医療費を無駄に
使っていることもあります。自分の医療のかかり方をチ
ェックし、見直して見ましょう。
★こんなかかり方をしていませんか。
□一つの病気でお医者さんを変えてかかっていません

か。
受診する医療機関が多くなればそれだけ医療費は増え
ます。

□時間外や休日でもかまわず受診していませんか。
時間外や休日の受診は加算料金がつき医療が増えま
す。

□必要以上にお医者さんにかかっていませんか。
不必要な受診は無駄な医療費を払うことになります。

□定期健診を受けていますか。
病気の早期発見、早期治療は重症化を防ぎ、医療費の
節約になります。

募
　
　
集

●
申
込
み
期
間
　

平
成
19
年
５
月
７
日
〜

７
月
20
日

●
そ
の
他
　

応
募
さ
れ
た
方
、
推
薦
さ
れ
た

方
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

応
募
写
真
等
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★マルチ等一般家庭で焼却する事は法律で禁止されています!

★これらの物は、法律で決められた方法で処理しましょう!

★処理方法は、下記のとおりとなっています!

①回収日 6 ／12【火】 6 ／26【火】
7 ／24【火】 8 ／21【火】
9 ／11【火】 10／16【火】
10／23【火】 11／13【火】
11／20【火】

②回収場所 築地　農協野菜集配センターへ
持ち込みとなっています。

③回収袋 農協購買課で扱っています。
１袋50円

④回収袋へは 住所、氏名を必ず記入しましょう。
⑤コンテナ利用の場合

1回利用料　1コンテナ　￥700円
⑥コンテナ利用数

1農家当たり1回収集について2個
【在庫を含め２個迄】

⑦コンテナ引き取り場所
集配センター井戸の隣に準備しておきます。

⑧コンテナの受払
受払台帳を集配センター内に備えておきます
ので記入して下さい。

⑨コンテナの破損及び紛失・盗難等
対象者負担とし、実費負担していただきます。

⑩処　理　量
コン テナkg当たり50円 村から㎏当たり10円補助
回収袋1袋20kg 800円 村から1袋当たり200円補助

片品村園芸用廃プラスチック適正処理推進協議会

ハイプラ回収のお願いについて
【平成19年度】

夏休みを利用して次のとおり母子家庭等ふれ
あい交流事業を行います。この機会に親子で夏
休みの思い出をつくりませんか。

記
１.期　日 平成19年8月4日（土）～5日（日）

（１泊２日）
２.行き先 神奈川県横浜方面　

１日目　横浜方面
２日目　よみうりランド遊園地

３.参加負担金 大人　12,000円
（母子会員外13,000円）

子供　8,000円
(母子会員外9,000円）

４.対象者 ひとり親家庭の親と子
５.申し込み

希望者は6月29日（金）までに負担金を
添えて母子会事務局（社会福祉協議会事
務所内）へ申し込んでください。

158－4812
※定員25名になり次第、

締め切ります。

母子会からのお知らせ母子会からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
群
馬
社

会
保
険
事
務
局
が
委
託
し
た
会
社
が
電
話
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
及
び
国
で
任
用
し
た
国
民
年
金
推
進
員

が
、
国
民
年
金
制
度
の
ご
案
内
や
保
険
料
の
収
納
の
た
め
各
家
庭
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や
各
家
庭
へ
の
訪
問
は
、
平
日
だ
け
で
は
な

く
、
土
・
日
や
夜
間
に
も
し
て
い
ま
す
。

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
　

1
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
１
１

身近なところから
はじめよう医療費節約

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
方
に
は
電
話
や
訪
問
等
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

戦没者等のご遺族の皆様へ
―第８回特別弔慰金が支給されます。―

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
そ
れ
は
基
本

で
あ
り
な
が
ら
、
健
康
で
美
し

く
あ
る
た
め
の
一
番
の
近
道
で

す
。
歩
き
方
の
間
違
い
で
体
の

歪
み
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
正

し
い
姿
勢
と
歩
き
方
で
改
善
さ

れ
ま
す
。

○
運
動
の
基
本
は
歩
く
こ
と
、
走

る
こ
と
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
！

ア
ス
リ
ー
ト
に
も
必
要
な
バ
ラ

ン
ス
が
向
上
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が

減
少
し
ま
す
。

全
国
の
保
健
施
設
、
教
育
委
員

な
ど
で
実
践
指
導
の
場
を
広
げ
、

そ
の
指
導
方
法
は
テ
レ
ビ
、
新
聞

な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
講
評
を

博
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
究

所
の
駒
崎
優
（
こ
ま
ざ
き
ま
さ
る
）

氏
を
講
師
に
迎
え
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
主
催

片
品
村
教
育
委
員
会

◇
後
援

役
場
保
健
福
祉
課

体
育
指
導
委
員
会

◇
日
時

①
６
月
17
日
（
日
）

②
８
月
９
日
（
木
）

①
②
と
も

午
後
１
時
30
分
〜

◇
場
　
所

片
品
小
学
校
体
育
館

◇
対
　
象

中
学
生
以
上

◇
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
屋
内
用

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

◇
申
込
み

①
②
と
も
５
日
前
ま
で
に
電
話

で
教
育
委
員
会
へ

1
（
５
８
）
２
１
４
４

片
品
カ
レ
ッ
ジ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
開
催
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税
　
　
金

宅
地
の
税
負
担
に
つ
い
て
の

基
本
的
考
え
方

（
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に

税
金
が
上
が
る
の
は
な
ぜ
か
？
）

１
商
業
地
等
（
住
宅
用
地
以
外
）

ア
、
負
担
水
準
が
70
％
を
超
え
る

商
業
地
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
年

度
の
70
％
を
課
税
標
準
額
と
し
ま

す
。

イ
、
負
担
水
準
が
60
％
以
上
70
％

以
下
の
商
業
地
等
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
課
税
標
準
額
を
据
え
置
き

ま
す
。

ウ
、
負
担
水
準
が
60
％
未
満
の
商

業
地
等
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
課

税
標
準
額
に
当
該
年
度
の
評
価
額

の
５
％
を
加
え
た
額
を
課
税
標
準

額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
額

が
、
評
価
額
の
60
％
を
上
回
る
場

合
に
は
60
％
相
当
額
と
し
、
評
価

額
の
60
％
を
下
回
る
場
合
に
は

60
％
相
当
額
と
し
ま
す
。

２
住
宅
用
地

ア
、
負
担
水
準
が
80
％
以
上
の
住

宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
課

税
標
準
額
を
据
え
置
き
ま
す
。

イ
、
負
担
水
準
が
80
％
未
満
の
住

宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
課

税
標
準
額
に
、
当
該
年
度
の
評
価

額
に
住
宅
用
地
特
例
率
（
６
分
の

１
又
は
３
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
（
以
下
「
本
則
課
税
標
準
額
」

と
い
う
。）
の
５
％
を
加
え
た
額
を

課
税
標
準
額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

当
該
額
が
、
評
価
額
の
80
％
相
当

額
と
し
、
本
則
課
税
標
準
額
の

20
％
を
下
回
る
場
合
に
は
20
％
相

当
額
と
し
ま
す
。

３
、
負
担
水
準
と
は
、
評
価
額
に

対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
割
合

の
こ
と
で
す
。

４
、
課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し

て
評
価
額
と
同
じ
で
す
が
、
宅
地

に
つ
い
て
は
評
価
額
よ
り
も
低
く

算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
住
民
課
ま
で

1
（
５
８
）
２
１
１
６

“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

現
在
、
花
の
谷
公
園
や
寄
居
山
公

園
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
理
用
道
具
も
揃
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
分
の
空
い
た
時
間
を
利
用
し

て
自
宅
周
辺
の
公
共
施
設
の
樹
木
の

剪
定
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
近
場
で
は
、
国

道
１
２
０
号
か
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
降
り
る
途
中
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
１
３
８
本
の
花
壇
も
手
入
れ
を
初

め
て
５
年
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
鎌
田
寄
居
山
温
泉
か
ら
村

民
グ
ラ
ン
ド
に
掛
け
て
設
置
さ
れ
た

階
段
も
、
長
年
掛
け
て
伸
び
た
ツ
ル

や
枯
れ
木
で
歩
き
づ
ら
く
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
散
歩
で
階
段
を
利
用
し

て
い
た
玉
吉
さ
ん
が
歩
き
や
す
い
よ

う
に
刈
り
払
い
や
清
掃
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
階
段
横
で
花
を
咲
か
せ
た

20
本
ほ
ど
の
桜
の
木
も
階
段
の
完
成

を
記
念
し
て
玉
吉
さ
ん
が
植
え
た
も

の
だ
そ
う
で
す
。
中
段
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ベ
ン
チ
も
玉
吉
さ
ん
が
廃
品

利
用
で
作
成
し
ま
し
た
。

最
近
は
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
を
歩
く

人
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

玉
吉
さ
ん
は
「
健
康
が
続
く
う
ち

は
継
続
し
て
剪
定
な
ど
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

星
野
　
玉
吉
さ
ん
（
鎌
田
）

ご存じかと思いますが、3月頃から東京都など南関東地方で多くの麻しん患者発生がありました。群
馬県では４月２日～５月１６日の間に５８名（１５歳未満２９名・１５歳以上２９名）の報告がありま
した。
１．麻しん（はしか）という病気って？

麻しんウイルスによって引き起こされる病気です。
感染してから約１０日後に、発熱・咳・鼻汁・めやに・発疹が主な症状です。最初の３～４
日は３８°Ｃ前後の熱で一度治まりかけたかと思った頃３９～４０°Ｃの高熱と発疹が出て
きます。高熱は３～４日で下がり、次第に発疹も消失します。しばらく発疹のカサブタや色
素が残ります。
合併症としては、気管支炎・肺炎・中耳炎・脳炎があります。脳炎は１，０００人に２人程
度の割合といわれています。

２． 感染経路・感染力は強いの？
空気感染（飛沫感染）で、感染力は強く同じ部屋にいるだけで感染するといわれています。
免疫を持っていない人が感染すると、ほぼ全員が発症します。麻しん患者１人から、免疫を
持っていない人１５～２０人に感染力があるといわれています。

３．予防はどうするの？
速やかにワクチン接種をする。
麻しん患者と接触した場合、接触後３日以内であれば、ワクチンにより
発症予防効果が期待できるといわれ、６日以内ならガンマグロブリンの
注射で発病を抑えることができる可能性があります。主治医に相談しま
しょう。

４．治療はどうするの？
麻しんそのものに対しての特別な治療法はありません。各人に出た症状
を楽にする治療（対症療法）が行われます。合併症があればそれに応じ
た治療が行われます。
※現在、片品村で対応している予防接種はポリオ以外個別接種になっています。この機会に、
全ての予防接種実施状況を母子手帳で確認して下さい。

不明な点は、健康管理センター 1５８ー４０２０に連絡して下さい。

保健だより

麻しん（はしか）が流行っています!!麻しん（はしか）が流行っています!!

道普請もしてくれた、共同墓地へ抜ける古道 秋にはキレイに色を付けるドウダンツツジ リラックスして参加できる

毎
週
木
曜
日
、
片
品
診
療
所
横

の
高
齢
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
２

階
で
片
品
ー
助
組
に
よ
る
お
母
さ

ん
の
た
め
の
情
報
交
換
の
場
　
マ

マ
喫
茶
「
片
品
ひ
ろ
ば
」
が
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

５
月
24
日
（
木
）
は
、「
歯
科
衛

生
士
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う
」
と

題
し
て
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
、

子
育
て
中
の
歯
に
ま
つ
わ
る
専
門

的
な
話
や
経
験
談
を
聞
き
な
が
ら

自
分
達
の
悩
み
な
ど
を
話
し
て
み

ま
し
た
。

来
月
は
家
庭
内
で
急
患
が
で
き

た
時
の
こ
と
を
想
定
し
て
救
急
法

講
習
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

子
育
て
ひ
ろ
ば

マ
マ
喫
茶　
「
片
品
ひ
ろ
ば
仮
名

」
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広
報
「
か
た
し
な
」
は
尾
瀬
の
木
道
エ
コ
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
印
刷
／
笠
原
印
刷

いくつかの候補の中から一番

響きが良かったので決めまし

た。

人のいたみのわかる優しい子

になってもらいたいです。

■何処へお勤めですか：片品村農協です。
■趣味は何ですか：マラソン・陸上です。
■片品をどう思いますか又､
どうしたいですか：自然が豊で住みやすいと思います。
活気のある村にしたいです。

■村内のおすすめポイントは：岩鞍スキー場のゆり園。
■好きな異性のタイプ：運動が好きでアウトドアな人。
■目標があれば教えてください：片品から箱根駅伝やオリ
ンピックの選手を出したい。

■村民の方へメッセージをお願いします：毎週木曜日に小
学生の陸上教室を行っています。その後に中学生以上

の部を始めたので、興味のある方はきて下さい。

優菜ちゃん（H18.6.29生）
熊谷昭敏　たかねさん（御座入）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

兄弟ともに音を意識して考え

ました。思いついたのがかわ

いらしく女の子らしい音だと

思い紅亜となずけました。

人は誰かを助けたり、助けられ

たりしながら人生を過ごしてい

くので人に優しくできる人に育ってほしいです。

紅亜ちゃん（H18.6.21生）
佐々木悟　美幸さん（幡谷）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ん
　
２
人

藤
井
　
尚
之
　
男
　
草
太

菅
沼

梅
澤
　
信
洋
　
女
　
爽
快

土
出

★
結
婚
さ
れ
た
方
　
１
組

○
星
野
　
一
美
　
須
賀
川

星
野
　
未
来
　
須
賀
川

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
２
人

木
村
　
喜
代
江
　
76
歳
　
鎌
田

戸
丸
　
と
よ
子
　
82
歳
　
花
咲

お
詫
び
と
訂
正

５
月
号
の
★
婚
姻
さ
れ
た
方

○
山

貴
史
　
鎌
田

中
島
　
千
春
　
高
崎
市

の
「
千
春
」
は
「
千
晴
」
の
誤
り

で
し
た

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す

６
／
８
武
尊
牧
場
山
開
き

６
／
17
武
尊
１
５
０
０
ｍ
フ

ス
テ

バ
ル

つ
つ
じ
祭
り

６
／
20
白
根
山
山
開
き

６
／
30
ス
ポ

ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ

ル
大
会

７
／
１
至
仏
山
山
開
き

７
／
１
宝
さ
が
し
ｉ
ｎ
片
品

ふ
れ
あ
い
バ
ザ

ル

７
／
上
　
菅
沼
ラ
ベ
ン
ダ

摘
み
と
り
体
験

6月 16日（土）月夜野病院
17日（日）内田病院
23日（土）国立沼田病院
24日（日）沼田脳神経外科
30日（土）利根中央病院

7月 1日（日）月夜野病院
7日（土）内田病院
8日（日）国立沼田病院
14日（土）沼田脳神経外科
15日（日）利根中央病院

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は7月2日（月）です
●自動車税も役場出納室でお預かりします●口座振替の方は事前に残高確認を!●

今月の 
　納期は 
今月の 
　納期は 

梅澤裕樹
うめ ざ わ ゆ う き

さん 土出（23才）

国 民 健 康 保 険 税
村 県 民 税

第 3 期
第 1 期

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

４
月
20
日

５
月
19
日

（（“土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中
”

（
Ａ
Ｍ
８:

30

Ｐ
Ｍ
12:

15
）

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
て
い
ま
す

寄
付
金

１
０
０
０
０
０
０
円

鎌
田
に
お
住
ま
い
の
左
部

シ
ヅ
さ
ん
か
ら

大
好
き
な

片
品
村
の
発
展
の
た
め
に
と

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
に

片
品
村
振
興
の
た
め
に
有
効

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善
意
善
意




